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令 和 5 年 1 月 1 0 日

松田町立松田幼稚園

睦 月（む つ き）

文 責 山口 喜彦

ピ
ザ
ト
ー
ス
ト
、
お
か
わ
り
！
！

さ
つ
ま
い
も
チ
ッ
プ
ス
、
お
か
わ
り
！

卯
年
の
令
和
五
年
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
体
も
心
も
健
康
な
一
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。

始
業
式
で
は
、
恒
例
の
「
給
食
」

を
テ
ー
マ
に
話
し
ま
し
た
。
給
食
の

ね

ら

い

は

よ

く

噛

ん

で

味

わ

う

こ

と
、
な
る
べ
く
残
さ
ず
き
れ
い
に
食

べ
る
こ
と
、
食
材
や
作
っ
て
い
る
人

に
感
謝
し
「
い
た
だ
き
ま
す
」
「
ご

ち
そ
う
さ
ま
」
が
で
き
る
こ
と
、
友

だ
ち
と
食
す
る
楽
し
さ
を
知
る
こ
と
等
で
す
。

園
目
標
「
元
気
い
っ
ぱ
い

夢
中
に
な
っ
て
遊
ぶ
子
」
を

支
え
る
栄
養
士
の
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Ｑ
：
新
メ
ニ
ュ
ー
開
発
の
大
変
さ
は

Ａ
：
テ
レ
ビ
番
組
や
雑
誌
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
メ
ニ

ュ
ー
を
気
に
し
て
見
て
い
ま
す
。
給
食
に
提
供
で
き
る

か
検
討
し
、
試
作
・
試
食
・
調
整
を
繰
り
返
し
ま
す
。

大
量
調
理
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
実
施
と
な
り

ま
す
。

Ｑ
：
い
つ
も
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は

Ａ
：
衛
生
面
で
す
。
つ
め
、
手
指
の
ケ
ガ
の
有
無
、
頭
髪
、

服
装
な
ど
で
す
。
そ
し
て
味
付
け
は
い
つ
も
同
じ
に
、

彩
り
も
美
味
し
そ
う
に
見
え
る
よ
う
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
作
っ
て
い
て
う
れ
し
い
こ
と
は

Ａ
：
「
お
か
わ
り

あ
り
ま
す
か
？
」
「
次
は
も
っ
と
い
っ
ぱ

い
作
っ
て
ね
」
の
言
葉
が
と
っ
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

ま
と
め
の
三
学
期
。
卒
園
、
進
級
に
向
け
て
重
点
目
標

の
一
つ
で
あ
る
「
元
気
な
体
と
心
」
（
お
い
し
い
の
お
）
に

取
り
組
み
ま
す
。

好きな友達ができ

た二学期。考えたこ

とやしたいことを言葉で

伝えようとしています。

三学期は、絵本や物語の

好きな場面を伝え合った

り、なりきって表現した

りすることを楽しみなが

ら、友達とイメージを広

げて遊べるよう支援しま

す。 担 任

家族ごっこや車遊

び、製作遊びなどの

好きな遊びを通して、友

達と一緒に遊ぶ楽しさを

感じています。三学期は、

発表会に向けて同じイメ

ージをもちながら、やり

とりを楽しんだり好きな

ものになりきったりでき

るよう支援していきます。

担 任

自分の思いや友

達の考えに耳を傾

け、みんなで協力しやり

遂げる力が育ちました。

三学期も友達のよさや頑

張りに気づき、認め合え

る優しい気持ちを伸ばし

ていきます。また、得意

なことを更に自信へと変

え、小学校へ期待を持て

るようにしていきます。

担 任

二 学 期 は友 達

の頑 張 り にも 目

を向 け 、 励ま し

合う関係を築くことがで

きました。三学期は、そ

の友達関係を活かしなが

ら様々なことに挑戦して

自信をつけたり、自分た

ちで考え、見通しをもっ

て生活や活動を進めてい

けるようにします。
担 任

二学期は、ふわ

ふわ言葉とちくち

く言葉を意識して、友達

の思いに耳を傾けようと

する姿が見られました。

雲梯や剣づくり等の難し

いことにも挑戦していま

した。三学期は、友達の

挑戦を応援したり、自分

の頑張りに気づけたりで

きるよう支援していきま

す。 担 任

二学期は友達と

力を合わせて様々

なことに挑戦し、達成感

を味わいました。三学期

は自分で考えて行動した

り、やってみようという

意欲をもてたりできるよ

う支援していきます。友

達の思いに寄り添える温

かいクラスづくりを目指

します。 担 任
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令 和 5 年 2 月 1 日

松田町立松田幼稚園

如 月（きさらぎ）

文 責 山口 喜彦

園
バ
ス
の
安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み
！

年
間
安
全
計
画
の
一
月
は
、
災
害
時
を
想
定
し
た
園
バ
ス
避

難
訓
練
で
す
。

今
回
は
非
常
口
か
ら
避
難
す
る
訓
練
の

他
に
、
車
内
に
取
り
残
さ
れ
た
時
の
ク
ラ

ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
方
法
を
知
り

ま
し
た
。
非
常
口
の
ブ
ザ
ー
が
鳴
っ
て
も
、

教
師
の
い
る
避
難
場
所
に
整
然
と
集
合
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
、
運
行
中
に
災
害
が
起
き
た
と
き

は
、
町
内
十
四
カ
所
の
公
共
施
設
や
会
社

・
お
店
の
駐
車
場
等
に
避
難
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
早
田
運
転
手
と
藤
原
運
転
手

は
、
園
児
降
車
後
の
車
庫
で
消
毒
・
清
掃

・
安
全
点
検
を
し
て
い
ま
す
。
添
乗
教
員

の
点
検
と
合
わ
せ
、
二
重
の
チ
ェ
ッ
ク
に

よ
り
、
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

運
転
手
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

Ｑ
：
い
つ
も
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は

早
田
さ
ん
：
無
事
故
で
子
ど
も
を
家
ま
で
送
る
こ
と
で
す
。

藤
原
さ
ん
：
バ
ス
の
周
囲
の
状
況
確
認
と
特
に
三
歳
児
の
乗
降
へ
の

配
慮
で
す
。

Ｑ
：
う
れ
し
い
こ
と
は

二
人
と
も
：
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
お
礼
や
挨
拶
の
言
葉
で
す
。

早
田
さ
ん
、
藤
原
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

安
全
計
画
、
園
バ
ス
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
も
と
に
、
こ
れ
か
ら
も

安
全
で
安
心
な
園
バ
ス
運
行
に
取
り
組
み
ま
す
。

高いところから

低いところへ、段

ボールをテープで

つないで・・・遊び

を考えるなんてす

ごい！

両足跳び、片

足跳び、後ろ

回し跳び、すご

いでしょ！

雲梯を行っ

て返ってくる

よ。先生見て

て！

「ぽっくり」

といって、紐

を引きながら

ゆっくり歩く

んだよ！
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３月です。16日（木）に年長児39名の修了証書授与式を

行います。この１年間、自ら考え行動する仲間たちは、運

動遊び発表会、保育参観発表会、園外保育の行き先決めな

ど、思う存分に力を発揮しました。

テイス先生、ジョアン先生、あっきー先生、みかんの山口さん、評議

員さん、園児を応援してくださった大勢の皆様、保護者の皆様、地域の

皆様、松田幼稚園への温かいご協力に感謝いたします。

令 和 5 年 3 月 1 日

松田町立松田幼稚園

弥 生（や よ い）

文 責 山口 喜彦

〇今まで作ったことのないくらい長い剣を作れたのがうれしかった。
〇お友だちと一緒におままごとできたのがうれしかった。
〇運動遊び発表会でリレーとかコースとかがんばったよ。からすうりをぬった
から、本番が今までで一番速く走れた。

〇みんなでポケモンごっこしたのが楽しかった。
〇ほし組になってからブランコを自分でこげるようになってうれしかった。
〇剣を作るのが楽しかった。
〇友だちと一緒にネックレスとか指輪とか作ったのが楽しかった。
〇みんなと一緒に伸びるスライムづくりをしたのが楽しかった。
〇毛いとで作ったマフラーが完成してうれしかった。
〇滑り棒ができるようになってうれしかった。
〇友だちと輪投げするのが楽しかった。
〇みんなでサッカーをするのが楽しかった。
〇園長先生とフラフープの競争で勝ったのがうれしかった。
〇友だちが滑り棒を教えてくれたのがうれしかった。
〇なわとびでたくさん跳べるようになってうれしかった。
〇発表会の忍者役で手裏剣を投げるところが楽しかった。
〇登り棒の上まで登れるようになってうれしかった。
〇雲梯ができるようになってうれしかった。

祝卒園


